
安井鍼灸整骨院 NEWS VOL.９４(７月) 
こんにちは。安井鍼灸整骨院です。今回は、肘部管症候群についてです。 

概要 

肘部管症候群とは、手の指先の運動や感覚を司る尺骨神経に障害が生じることを指します。尺骨神経は上腕から

前腕、最終的には指先に至るまで広く分布しています。特に肘の部分では体表近くに分布しており、この部位が

障害されることで肘部管症候群を発症します。 

肘部管症候群を発症すると、小指側のしびれや握力の低下などの症状が見られます。手の動きに不自由があると

日常生活への悪影響が大きく、QOL（生活の質）が低下することもあります。また、肘部管症候群は、大工さん

のように手に慢性的な負荷をかける仕事に従事している方が発症しやすいです。 

原因 

尺骨神経は、上腕、前腕、指先を通る長い神経です。肘をぶつけたとき、指先がしびれるように感じることがあ

りますが、これは尺骨神経が刺激されたことによって生じています。 

肘部管とは、肘の内側にある尺骨、上腕骨の内側上顆、さらに fibrous band と呼ばれる部位で構成されており、

肘部管症候群は肘部管を走行する尺骨神経が圧迫されることで生じた神経症状のことです。 

肘に慢性的な負荷がかかることで発症する病気で、主に大工や工場などの仕事による肘の長時間酷使が原因とな

ることが多いです。また、野球や柔道、幼少期の骨折、交通事故による外傷、ガングリオンと呼ばれる腫瘤など

が原因となることもあります。          症状 

肘部管症候群では、小指、薬指の小指側においてしびれや痛みなどを感じることが多く、薬指の中指側や中指、

人差し指、親指の感覚は保たれています。また、肘を曲げているなど尺骨神経への刺激が強くなると症状が強く

なる点も特徴です。 

肘部管症候群が進行すると、薬指と小指が完全に伸ばせなくなるなど運動機能にも影響が出るようになります。

また尺骨神経は手に存在する多くの筋肉を司る神経のため、手の筋肉が広範囲に萎縮して手の骨が浮き出て見え

るようにもなります。 

肘部管症候群では、肘の関節の内側（すなわち尺骨神経が障害を受けている肘部管の部位）を叩くと、手の小指

側に痛みが誘発されます（Tinel サインと呼びます）。 

肘部管症候群が長期間継続すると、箸を持ちづらい、ボタンをかけにくくなる、顔を洗う時に水を手に貯められ

ないなど、日常生活に必要な動作がしにくくなることがあります。 

検査・診断 

肘部管症候群の診断は、主に自覚症状や外表から見た手の様子、身体診察をもとになされることになります。こ

のとき Tinel サインの有無なども確認します。肘部管症候群では人差し指と親指で挟む力が低下するため、両手

の親指と人差しで紙をつまみ引っ張る動作をしてもらいます。その他、レントゲン写真やエコー、MRI 検査、筋

電図検査など必要に応じて行います。       治療 

肘部管症候群の治療では、骨折や腫瘍など明らかな原因となっているものがない場合、保存的な治療方法で経過

を観察します。運動を控えたり、慢性的な肘への負荷を減らしたりすることも有効です。 

保存療法でも症状が改善しない場合には、狭くなっている肘部管を広げたり、骨棘を切除したりする手術が行わ

れます。肘部管症候群により神経障害や筋萎縮が生じている場合には、腱移行手術などが行われます。 



 

安井鍼灸整骨院 ０７８－９９５―９４６１ 新患の方は、来院前に予約の御協力をお願いします。 

9：00～12：00 16：00～21：00(月～金) ８：３０～13：00 16：00～20：00(土) 

駐車場正面に２台 キッズスペースあり 夜２０：３０まで受付 詳しくは HP をご覧ください。 

兵庫県明石市大久保町大窪１９２１番地の１クレージュ山手１０１号(カラオケまねきねこ横) 


